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議会が見える。意識が変わる。

P.4　定例会・臨時会P.4　定例会・臨時会

P.6~7　特集　広域連合議会P.6~7　特集　広域連合議会

P.8~17　一般質問P.8~17　一般質問

止まらぬ物価上昇止まらぬ物価上昇
町の支援は十分か？町の支援は十分か？

P.2~3　特集P.2~3　特集

異例！修正動議提出へ異例！修正動議提出へ

住まいの改修を後押し住まいの改修を後押し
補助金を増額！補助金を増額！

次回選挙から議員定数が次回選挙から議員定数が
12名に！12名に！

などなど
供養のかたちに変化供養のかたちに変化
今、合葬墓が必要では？今、合葬墓が必要では？

などなど
P.5　お知らせP.5　お知らせ

議会中継はじまる！議会中継はじまる！



❷                                                                                                                                            かみふらの議会だより第 127号

議員
定数

多い？少ない？議員定数２名削減！多い？少ない？議員定数２名削減！
　６月定例会において、11 名の議員から議員定数を現在の 14 名から 12 名へとする条例の一部改正案が提
出され賛成多数で可決しました。

改正案提案までの流れ
●これまで議員定数を巡っては、平成 20 年に４減とする条例改正が可決し定数 14 人に。
　平成 27 年には１減とする案が町議会に提案されたが、反対多数で否決されていた。

●人口減少や他自治体での定数見直しを受け、昨年６月に議長を除く町議 13 名でつくる「議員定数・議員
　報酬調査特別委員会」を設置。

●昨年 10 月に住民アンケートを行った結果、回答 259 件のうち、現在の議員定数は「多い」と答えた人
　は 203 件と８割に上った。

●「議員定数・議員報酬調査特別委員会」における 8 回に及ぶ協議の結果、結論は出ず。

●議員の中でも意見が分かれ、議員定数の削減を考える議員 10 名により何人減らすか協議を始めた。

●４名から２名減の案が出され、協議の結果、現行の議員定数 14 名から 2 名を削減して「12 名」
　とする意見にまとまり議員 11 人が条例改正案を提出。

提案理由
　令和６年６月 13 日の第 2 回定例町議会で設置された「議員定数・議員報酬調査特別委員会」は、８回
の審議を経て、議員定数に明確な基準がないことから、今後も議論が必要とする報告を行った。その後、議
員 10 名による協議では、最大 4 名削減案も含め検討し、全国的な人口減少を背景に議会機能の強化や議
員の質向上も論点となった。町民アンケートでは約 80％が「議員が多い」と回答し、定数削減の要因とな
る一方、議会活動の情報発信不足も課題とされた。定数削減による住民の意見が十分に反映されない懸念も
あるが、議員の積極的な活動で補えると考えられた。最終的に町民の意見や地域の現状を踏まえ、現行 14
名から 2 名減の「12 名」とする発議案を提出することとなった。この削減により、議会運営の効率化、財
政健全化、意思決定の迅速化、議員責任の明確化が期待される。

賛成11、反対１で可決され次回選挙の年は定数が12名となった

次の選挙から定数が 2 名減ると
いうことですが、議員の報酬は上
がらないのに仕事が増えるのはい
かがなものでしょう。私は減らす
必要はないと思っていたので、大
幅な削減とはならず安心しました
が、これから議員になろうとする
人は大変でしょうね。アート工房菅原

菅
す が わ ら

原 春
は る い ち

一さん

人口が減ってる中、議員の人数が
少なくなるのは当然だと思います。
上富良野町に住んでいて、町が良
くなっていると実感があまりない
ので、もっと議員を減らした方が
町のお金のことも考えたら良いの
かもと考えてしまいます。もっと
議員さんが何をやってるのか届け
て欲しいです。専門学生

藤
ふじおか

岡 玲
りょうた

太さん

まちの声
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議員定数

提案に対する主な質疑

米
澤
議
員
　
提
案
者
の
趣
旨
説
明
の
中
で
述

べ
た
と
お
り
、
こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、
結

論
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
住
民
の
意
見
を
反
映

す
る
定
数
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
の
中
、

結
論
と
し
て
結
果
が
出
な
か
っ
た
も
の
だ
と

思
う
。
定
数
削
減
の
要
因
と
し
て
、
引
き
続

き
住
民
の
声
が
届
く
よ
う
な
、
議
会
活
動
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。

　
多
様
性
の
あ
る
議
会
、
ま
た
行
政
へ
の
政

策
提
案
が
必
要
で
あ
る
が
、
議
員
削
減
は
必

要
だ
と
い
う
矛
盾
に
満
ち
た
趣
旨
説
明
で
あ

る
が
、
私
は
、
極
端
な
人
口
減
少
が
な
い
状

況
の
中
で
現
状
維
持
で
も
十
分
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
伺
う
。

問問
多
様
な
声
を
届
け
る
た
め

現
状
維
持
が
最
善

提
案
者
　
特
別
委
員
会
と
し
て
も
結
論
は
出

な
か
っ
た
が
、
今
、
多
様
性
の
中
で
声
を
議

会
に
届
け
る
。
極
端
な
人
口
減
少
に
も
な
い

中
で
の
削
減
案
と
い
う
の
は
、
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
議
員

と
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

答答
同
じ
考
え
で
は
あ
る
が

今
決
断
す
べ
き
時
で
あ
る

問問
定
数
削
減
よ
り
も
求
め
ら
れ

る
資
質
向
上
と
人
材
確
保

答答
定
数
削
減
と
議
員
の
資
質
向
上

そ
し
て
議
会
の
見
え
る
化
へ

問問
多
様
な
声
を
届
け
る
た
め
に

定
数
削
減
は
本
当
に
必
要
か

答答
定
数
に
左
右
さ
れ
な
い

立
候
補
の
意
志

米
澤
議
員
　
人
口
減
少
や
財
政
改
善
を
理
由

に
定
数
削
減
を
求
め
る
声
が
あ
る
一
方
で
、

議
員
の
資
質
へ
の
課
題
も
大
き
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
議
員
活
動
が
住
民
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
や
、
議
員
の
資
質
向
上
を
求

め
る
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
議
会
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
町
民
や
関
係

団
体
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
議
会
の
役
割
や

将
来
像
の
共
有
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
こ
そ
が
定
数
削
減
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
重
要
で
あ
り
、
単
純
に
定
数
を
減
ら

せ
ば
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

提
案
者
　
議
員
の
資
質
へ
の
疑
問
の
声
は
、

今
年
３
月
の
特
別
委
員
会
報
告
で
も
示
さ
れ
、

「
議
会
の
活
動
や
議
員
個
々
の
動
き
が
わ
か

ら
な
い
」
と
の
意
見
が
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
。
そ
の
中
で
、
定
数
を
８
名
に
減
ら
す
意

見
や
、
監
視
機
能
の
強
化
を
理
由
に
14
名
以

上
に
増
や
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

議
員
の
活
動
報
告
の
基
本
は
議
会
だ
よ
り
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
広
報
を
強
化
し
、
町
民

に
議
会
や
議
員
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
伝

え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

米
澤
議
員
　
議
員
定
数
が
減
れ
ば
立
候
補
の

ハ
ー
ド
ル
が
上
が
り
、
組
織
力
や
地
盤
の
強

い
人
が
多
数
を
占
め
る
懸
念
が
あ
る
。
若
者・

女
性
・
多
様
な
意
見
を
持
つ
人
が
参
加
し
や

す
く
す
る
た
め
に
も
、
一
定
の
定
数
は
必
要

だ
。
定
数
を
さ
ら
に
減
ら
せ
ば
１
人
あ
た
り

の
負
担
も
増
え
、
住
民
の
声
が
反
映
し
づ
ら

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
根
本
的
な
課
題
は
議

員
の
資
質
向
上
と
、
な
り
手
不
足
へ
の
対
応

で
あ
り
、
議
会
が
住
民
と
の
対
話
や
情
報
発

信
を
重
ね
、
議
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
こ
そ
必
要
で
、
定
数
削
減
は
解
決
策
で

は
な
い
と
訴
え
た
い
。

提
案
者
　
定
数
削
減
で
当
選
の
ハ
ー
ド
ル
は

上
が
る
が
、
そ
の
分
議
員
の
質
も
向
上
す
る

と
考
え
る
。
若
者
や
組
織
・
地
盤
の
な
い
人

に
は
不
利
な
面
も
あ
る
が
、
町
を
よ
く
し
た

い
と
い
う
思
い
で
立
候
補
し
、
多
様
な
声
を

議
会
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
。
定
数
減
で
一

人
あ
た
り
の
負
担
は
増
え
る
が
、
質
の
向
上

や
広
報
の
充
実
、
住
民
へ
の
発
信
が
求
め

ら
れ
る
。
議
会
活
動
の
見
え
る
化
も
必
要
で
、

視
察
研
修
・
モ
ニ
タ
ー
制
度
・
住
民
と
の
対

話
の
場
づ
く
り
を
進
め
、
議
会
活
性
化
計
画

の
も
と
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
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定例会
臨時会

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　
本
道
の
森
林
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
環
境
へ

の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
の
実
現
に
向
け

た
森
・
林
づ
く
り
を
担
う
多
様
な
人
材
の
育
成
・
確
保

な
ど
に
必
要
な
支
援
を
充
実
・
強
化
を
求
め
る
。

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
臨
時
会

　
令
和
７
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が
、

６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
６
件
（
補
正
予
算
案
１
件
、

財
産
の
取
得
３
件
、
人
事
案
１
件
、
そ
の
他
１
件
、）
報

告
２
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
中
富
良
野

町
議
会
議
員
の
改
選
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い
た
常
任

委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
補
充
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
機
器

の
整
備
の
た
め
の
通
信
指
令
台
整
備
と
合
わ
せ
て
、
上

富
良
野
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
本
部
を
富
良
野
市

へ
移
転
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

上
富
良
野
町
よ
り
選
出
さ
れ
た
議
員
及
び
他
町
村
議
員

２
名
の
連
名
に
よ
っ
て
、
補
正
予
算
に
対
す
る
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
賛
成
６
、
反
対
８
で
修

正
動
議
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議会 Pickup

定
例
会
・
臨
時
会
の
概
要

　
町
議
会
で
は
、
第
４
回
臨
時
会
が
５
月
１
日
、
第
２
回
定
例
会
が
６
月
18
日
か
ら
19
日

ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の
議
案
を
中

心
と
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
は
９
名
の
議
員
が
行
い
、
20
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。議
会
か
ら
は
、１
件
の
条
例
一
部
改
正
案
と
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

定例会リフォーム需要増に対応リフォーム需要増に対応

　住宅リフォーム補助金追加住宅リフォーム補助金追加    600600 万円万円

　町民が安心して住み続けられる住環境を整備すると共に、地球温
暖化対策の推進、地域経済の活性化を目的として当初予算に 980 万
円を計上していましたが、より多くの申請に対応するための補正予
算が可決されました。

臨時会
あらゆる安全確保のためにあらゆる安全確保のために

　アスベスト除去工事費追加アスベスト除去工事費追加    約約 7,0007,000 万円万円

　新病院が開院し、現在は旧町立病院
を解体していますが、アスベスト除去
工事費変更に伴う約 7 千万円の補正予
算が可決されました。
　アスベストを適切に封じ込め、飛散
防止対策を講じることで、作業員や周
辺住民の健康を守ることを目的として
います。

解体される旧町立病院
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議会映像配信

❺

町議会がもっと身近に !!

議場に行きたくても行けない…
そんな時でも大丈夫 !! いつでもどこでも議会が見れる

・議会の雰囲気を知りたい　・町の政策や議員の意見をチェック　・議場に行けない
こんな時に便利！

　上富良野町議会は「より身近で開かれた議会」をテーマに議会活性化計画を進めてきました。その中でもこ
れまで多くの町民から要望の強かった議会のインターネット配信に向け調査や試行を繰り返してきました。よ
り質の高い議会中継のためには、機材や技術等、課題はまだまだありますが、いち早く多くの町民に議会を見
て感じて興味を持ってもらいたく、この度令和７年第２回定例会から議会の生配信、アーカイブ配信を実現し
ました。議会を見に行きたくてもいけない、興味はあるけど行きづらいという方や議会ってどんなことをやっ
ているかよくわからない、あまり興味がないといった方も気軽に見ていただき、少しでも議会に興味を持ち、
まちづくりに参加していただければと思います。

上富良野町議会の思い

使い方

QR コードをスマホで
読み取る

パソコン等で YouTube
「上富良野町議会」と
検索

または

配信YouTube
はじめました
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広域
連合

消防本部が富良野市へ移転 !?
我が町の防災体制は？

特集　広域連合議会特集　広域連合議会

　
富
良
野
圏
域
５
市
町
村
は
平
成
20

年
に
消
防
、
公
共
串
内
牧
場
、
学
校

給
食
、
衛
生
セ
ン
タ
ー(

し
尿
生
ご

み
処
理)

の
事
業
を
広
域
で
行
う
富

良
野
広
域
連
合
を
発
足
し
、
連
合
長

に
富
良
野
市
長
、
副
連
合
長
に
上
富

良
野
町
長
、
中
富
良
野
町
長
、
南
富

良
野
町
長
、
占
冠
村
長
が
就
任
し
ま

し
た
。
ま
た
５
市
町
村
の
議
会
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
３
名
を
選
出
し
、
15
名
の

議
員
に
よ
る
広
域
連
合
議
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

５
市
町
村
が
自
立
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
連
携
を
図
る
道
へ

　
平
成
21
年
、
富
良
野
圏
域
５
市
町

村
が
広
域
連
合
消
防
と
し
て
１
つ
の

消
防
に
再
編
さ
れ
た
際
、
消
防
本
部

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
活
火
山
十
勝
岳
を
有
し
、
陸
上
自

衛
隊
駐
屯
地
の
あ
る
上
富
良
野
町
に

本
部
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

か
ら
、
広
域
連
合
の
発
足
に
合
わ
せ

て
消
防
本
部
は
上
富
良
野
消
防
署
に

置
か
れ
ま
し
た
。

災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し

消
防
本
部
を
上
富
良
野
に
設
置

令
和
10
年
の
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
更

新
に
合
わ
せ
て
、
各
自
治
体
の
通
信

指
令
台
を
一
元
化
す
る
こ
と
は
令
和

５
年
か
ら
消
防
内
部
で
協
議
さ
れ
、

さ
ら
に
令
和
６
年
の
正
副
連
合
長
会

議
に
お
い
て
、
通
信
指
令
台
は
一
元

化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

　
通
常
、
消
防
本
部
は
地
理
的
中
心

に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
お
り
、
富
良
野
消
防
署
を
改
修

し
て
一
元
化
さ
れ
た
通
信
指
令
台
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
部
を
上
富

良
野
町
か
ら
富
良
野
市
に
移
転
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

災
害
・
事
故
対
応
力
の

　
　
　
　
　
更
な
る
強
化
へ

昨
年
11
月
か
ら
本
年
１
月
に
か
け

て
、
消
防
本
部
か
ら
本
部
の
富
良
野

移
転
に
つ
い
て
５
市
町
村
長
に
説
明

が
あ
り
、
５
月
29
日
の
正
副
連
合
長

会
議
に
お
い
て
本
部
を
富
良
野
に
移

転
す
る
案
が
正
式
に
示
さ
れ
、
そ
の

場
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
６
月
13
日
に
開
か
れ

現
場
の
声
は
理
解
で
き
る
が
…

た
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
で
は
、
富

良
野
消
防
署
に
通
信
指
令
台
を
設
置

す
る
た
め
の
富
良
野
消
防
庁
舎
増
築

基
本
設
計
委
託
料
な
ど
583
万
円
の
補

正
予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
令

和
７
年
度
の
執
行
方
針
に
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
今
後
の
人
員
配
置
や

各
自
治
体
の
負
担
割
合
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し
て
、
富

良
野
消
防
庁
舎
増
築
基
本
設
計
委
託

料
500
万
円
を
削
除
す
る
修
正
動
議
が

上
富
良
野
町
選
出
議
員
外
２
名
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

富良野広域連合消防本部が
置かれている上富良野消防署庁舎

通
信
指
令
台
と
は
…
消
防
や
警
察
な
ど
の
緊
急
通

報
を
受
け
付
け
、
現
場
へ
の
出
動
指
示
や
関
係
機

関
へ
の
連
絡
を
行
う
た
め
の
設
備
で
す
。
内
容
の

聞
き
取
り
、
場
所
の
特
定
、
車
両
へ
の
出
動
指
示
、

無
線
に
よ
る
情
報
伝
達
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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広域連合

●補正予算の概要
・歳出…消防費の中の消防施設費は、富良野施設費の富良野施設管理経費から、通信指令体制の整備などに伴う
　　　　富良野消防庁舎の現況調査及び、増築に係る基本設計委託料として、また、南富良野施設費の南富良野
　　　　施設管理費で、消防庁舎玄関風除室を修繕する施設修繕料、合わせて 583 万 6 千円を追加。
・歳入…分担金及び負担金の中で、富良野市負担金 500 万円、雜入として建物災害共済金 83 万 6 千円の追加。

広域連合議会始まって以来広域連合議会始まって以来
　　　　　　初の補正予算修正動議提出へ !　　　　　　初の補正予算修正動議提出へ !

連
合
議
員
　
消
防
本
部
移
転
を
認
め
な

い
と
い
う
動
議
で
は
な
く
、
慎
重
に
議
論

を
進
め
る
た
め
の
動
議
と
い
う
理
解
で
良

い
か
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
指
令
台
を
導
入

す
る
に
あ
た
り
、
本
部
機
能
の
増
設
な
り
、

そ
う
い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
必
要
に
な

る
と
思
う
が
、
再
度
、
協
議
を
な
さ
れ
る

と
い
う
理
解
の
上
で
と
私
は
捉
え
て
い
る

が
。

提
案
者
　
正
副
連
合
長
の
中
で
、
執
行
者

と
し
て
方
向
性
を
決
め
て
、
議
会
に
諮
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
話

し
合
い
に
つ
い
て
は
、
正
副
連
合
長
に
お

い
て
、
そ
の
話
し
合
い
の
過
程
や
状
況
を

議
会
に
し
っ
か
り
と
情
報
提
供
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
各
所
管
の
委
員
会
も
し
く
は

全
員
協
議
会
で
、
慎
重
な
審
議
が
な
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

連
合
議
員
　
今
回
の
修
正
動
議
提
出
に
至

る
ま
で
の
経
緯
で
、
議
会
が
軽
視
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
つ
い

て
同
意
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
説
明
を
も
っ
て
、
十
分
な
話
し
合
い
が

な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
か
。

提
案
者
　
し
っ
か
り
と
順
序
を
踏
ん
で
提

案
さ
れ
た
も
の
を
我
々
は
議
決
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
執
行
者
に
も
説
明
責
任
が

あ
る
よ
う
に
、
議
会
議
員
に
も
有
権
者
に

対
す
る
説
明
責
任
が
発
生
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
か
ら
圏
域
を
代
表
し
て
選
ば
れ

て
い
る
議
員
と
す
れ
ば
、
そ
の
説
明
責
任

が
し
っ
か
り
果
た
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
い
た
ず
ら
に
延
ば
す
と
か
、
感
情
的

に
ど
う
こ
う
い
う
よ
り
も
、
ま
ず
は
、
広

域
連
合
発
足
の
本
質
を
見
直
す
こ
と
。
そ

し
て
議
会
へ
の
上
程
の
在
り
方
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
手
順
を
踏
ん
で
い
た
だ
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。
十
分
な
議
論
が
な
さ

れ
た
後
に
、
我
々
が
責
任
を
持
っ
て
そ
れ

を
判
断
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

連
合
議
員
　
上
富
良
野
消
防
本
部
の
場
所

は
、
十
勝
岳
火
山
災
害
に
よ
る
泥
流
が
流

れ
て
く
る
場
所
に
あ
る
が
、
そ
の
場
所
に

消
防
本
部
が
あ
っ
て
良
い
の
か
。

提
案
者
　
確
か
に
、
大
規
模
泥
流
が
発

災
し
た
場
合
、
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
。
た
だ
、
そ
う
考
え
た
と
き
に
は
十

勝
岳
泥
流
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
富
良
野

市
に
お
い
て
直
下
型
の
活
断
層
の
地
震
が

あ
っ
た
場
合
、
被
害
を
受
け
な
い
か
と
い

え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。

恐
ら
く
ど
こ
に
消
防
本
部
を
置
い
て
も
、

大
き
な
災
害
の
発
生
と
い
う
の
は
否
め
な

い
と
考
え
る
。

●提案理由
　修正案を提出した理由としては、広域連合議会に内容の説明がなく、令和７年度の行政執行方針に無いどこ
ろか、富良野広域連合第 4 次広域計画にも書かれていない事業に対し、補正予算での対応は議会軽視である。
消防本部移転は唐突であり、拙速である。今後の運営体制等の計画も示されないことから、一部修正案を提出
した。

●
提
案
に
対
す
る
主
な
質
疑



一般
質問

                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 127号 ❽

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
町民の思いを届ける 60分町民の思いを届ける 60分

金子　益三 議員 湯川　千悦子 議員

茶谷　朋弘 議員 佐藤　大輔 議員

荒生　博一 議員

①　人口減少社会下でのまちづく
　　りについて
②　児童の健康と心の負担を軽減
　　するための解決策について

北條　隆男 議員

小林　啓太 議員 林　　敬永 議員

米澤　義英 議員

①　物価高騰対策について
②　補聴器購入補助について
③　介護人材確保について
④　町独自の賃上げ対策について
⑤　学校給食無償化について
⑥　小学校におけるスクールバン
　　ドについて

①　止まらない物価高騰に対する
　　町民への生活支援策を行わな
　　いのか
②　我が町の宿泊税への取り組みは 

①　副町長の２名体制について
②　合葬墓の設置について

①　道の駅について

①　少子高齢化時代の農業支援策
　　について
②　定年退職自衛官の再雇用促進
　　について

①　機構改革の進捗状況は
②　私立高校無償化による上富良
　　野高校への支援拡充は行わな
　　いか

①　上富良野町公式 SNS 等の活
　　用による情報発信や利便性向
　　上について
②　給食センターの運営と給食費
　　無償化について

①　カムローズ市との友好都市提
　　携に関して

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は… ９月18日（木）、19日（金）です９月18日（木）、19日（金）です

※この日程は変更になる場合がありますので、ご確認のうえ、役場３階の議場までお越しください。

６月定例会の傍聴者は3131人人

・一般質問のページは質問議員本人により編
集されています。
・クールビズ実施期間中につきネクタイ着用
の義務付けはされていません。
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一般質問

事
業
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

湯
川
議
員
　
自
治
体
に
配
分

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
使
い
道
を

含
め
て
、
令
和
７
年
度
町
独

自
の
生
活
支
援
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
今
年
度
が
始
ま

っ
て
３
か
月
し
か
経
っ
て
お

ら
ず
、
今
後
は
国
、
道
の
状

況
を
見
な
が
ら
決
定
し
て
い

き
た
い
。

湯
川
議
員
　
例
え
ば
コ
メ
購

入
補
助
券
や
水
道
料
金
を
一

定
期
間
無
料
に
す
る
な
ど
、

思
い
切
っ
た
施
策
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
進
め
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
町
民
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
施
策
を
打
っ
て

い
く
。

湯
川
議
員
　
物
価
高
騰
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
昨
今
、

主
食
で
あ
る
米
の
価
格
の
高

止
ま
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
各
種
料
金
の
値
上
が
り
、

円
高
や
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
世
界
経
済

も
混
乱
し
て
い
る
状
況
下
に

あ
る
。
町
民
の
生
活
は
一
段

と
厳
し
さ
が
増
し
、
負
担
は

大
き
く
な
る
ば
か
り
だ
。
今

後
、
町
民
に
対
し
て
の
生
活

支
援
を
行
う
の
か
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
現
在
、
光
熱
費

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
の
生

活
必
需
品
、
食
料
品
の
高
騰

が
住
民
の
皆
様
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
推
奨
事
業
が

増
額
さ
れ
自
治
体
に
配
分
さ

れ
る
と
通
知
が
あ
り
、
現
在
、

ト
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
メ
リ
ッ
ト
は
、

町
民
負
担
で
行
っ
て
い
る
観

光
振
興
行
政
に
つ
い
て
、
安

定
的
な
財
源
の
確
保
・
観
光

Ｐ
Ｒ
・
交
通
障
害
の
解
消
・

観
光
資
源
の
保
全
な
ど
が
あ

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
宿
泊

費
負
担
の
上
昇
に
よ
る
需
要

へ
の
影
響
・
宿
泊
事
業
者
の

事
務
負
担
の
増
加
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

我
が
町
の
宿
泊
税
の
取
り

組
み
は

湯
川
議
員
　
我
が
町
の
宿
泊

税
に
対
す
る
今
後
の
考
え
方

は
。

斉
藤
町
長
　
北
海
道
で
は
令

和
８
年
度
よ
り
道
税
と
し
て

の
宿
泊
税
を
導
入
す
る
方
針

が
示
さ
れ
、
最
終
調
整
が
行

わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
本
町
と
し
て
も
導
入
へ

向
け
た
検
討
の
必
要
性
は
あ

る
と
考
え
る
。

湯
川
議
員
　
宿
泊
業
者
と
の

協
議
は
や
ら
れ
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
北
海
道
に
お
い

て
随
時
関
係
者
に
向
け
た
説

明
が
行
わ
れ
て
お
り
、
町
に

お
い
て
も
、
今
後
並
行
し
て

協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

湯
川
議
員
　
導
入
し
た
こ
と

で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

物価
高騰

物価高騰に対する町民への生活支援を行わないか

町長－限られた財源を有効に活用できるよう取り組む

湯川　千悦子   議員

コメ問題や、光熱費
高騰、食料品など
の値上がりに、素
早い対応を望む！

重
点
支
援
地
方
創
世
交
付
金
と
は
…
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
や
事
業
者
に
対
し
支
援
を
行
う
事
業
。

効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
提

示
し
、
実
施
計
画
に
記
載
し
て
申
請
す
る
。

７月から値上げされた食品の一部

町内の宿泊施設の対応はどうするのか
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合葬墓
町長－民間施設との意見交換が先である

佐藤　大輔　議員

町民の意見を聞いて欲しいが

合
葬
墓
と
は
…
複
数
の
遺
骨
を
一
つ
の
場
所
に
埋

葬
す
る
お
墓
の
こ
と
で
す
。
共
同
の
施
設
で
供
養

さ
れ
る
た
め
、
費
用
が
比
較
的
安
価
で
管
理
が
不

要
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
度
埋
葬
す

る
と
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
親
族
と

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

合葬墓の設置を望む
声は年々高まってい
る。今決断しないで
どうするのか…

市民の声を受け平成 31年に設置された富良野市の合同墓

体
に
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う

統
計
が
あ
る
。
関
係
人
口
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
特
に

札
幌
近
郊
で
改
葬
す
る
方
が

増
え
て
い
る
現
状
も
含
め
て

検
討
を
進
め
た
い
。

佐
藤
議
員
　
現
在
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
物
価
が
高
騰
し
て
お

り
合
葬
墓
の
建
設
費
も
例
外

で
は
な
い
。
富
良
野
市
と
同

じ
よ
う
に
我
が
町
に
お
い
て

も
建
設
費
を
利
用
者
負
担
と

す
る
な
ら
ば
、
後
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
町
民
の
負
担
が
増

え
る
。
設
置
に
向
け
て
の
検

討
を
急
い
で
欲
し
い
が
。

斉
藤
町
長
　
単
に
経
済
的
な

一
面
だ
け
で
切
り
取
っ
て
早

急
に
設
置
す
る
と
い
う
考
え

は
私
に
は
な
い
。
宗
教
や
伝

統
文
化
と
の
調
整
は
必
ず
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
れ
な
い
。
設
置
が
前
提
で

は
な
く
、
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
い
う
意
見
交
換
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

佐
藤
議
員
　
我
が
町
は
、
こ

の
５
年
間
で
約
75
件
の
墓
じ

ま
い
、
う
ち
約
35
件
が
他
の

自
治
体
に
御
遺
骨
を
移
動
し

て
お
り
、
５
年
間
で
約
35
件

の
方
と
縁
が
切
れ
て
い
る
と

考
え
て
良
い
。
我
が
町
に
先

祖
の
御
遺
骨
を
埋
葬
し
て
い

る
方
は
、
年
に
一
度
く
ら
い

は
上
富
良
野
町
に
お
墓
参
り

に
来
ら
れ
て
、
両
親
と
通
っ

た
思
い
出
の
店
に
立
ち
寄
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
関
係

人
口
の
創
出
と
い
う
観
点
か

ら
も
合
葬
墓
は
必
要
だ
と
思

う
が
。

斉
藤
町
長
　
た
し
か
に
北
海

道
に
お
い
て
墓
じ
ま
い
す
る

方
の
３
分
の
２
は
他
の
自
治

佐
藤
議
員
　
御
遺
骨
に
ま
つ

わ
る
精
神
的
、
経
済
的
負
担

を
次
世
代
に
か
け
た
く
な
い

と
の
思
い
か
ら
、
合
葬
墓
の

設
置
を
求
め
る
声
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
近

年
、
合
葬
墓
を
設
置
す
る
自

治
体
は
着
実
に
増
え
て
き
て

い
る
。

　
町
外
の
霊
園
等
へ
御
遺
骨

を
移
転
す
る
件
数
が
増
え
て

い
る
現
状
か
ら
も
、
合
葬
墓

が
必
要
か
否
か
を
問
う
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
早
急
に
実
施

す
る
な
ど
、
設
置
に
向
け
前

向
き
に
取
り
組
む
べ
き
時
が

来
て
い
る
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
が
、

本
町
に
お
け
る
町
民
の
ニ
ー

ズ
も
年
々
増
え
て
い
る
と
推

測
し
て
い
る
。
た
だ
、
ニ
ー

ズ
だ
け
で
事
業
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。
納
骨

に
関
し
て
は
町
内
に
民
間
施

設
が
あ
る
の
で
、
行
政
が
や

る
べ
き
か
を
含
め
て
、
日
頃

か
ら
そ
れ
ら
の
施
設
と
は
情

報
交
換
、
意
見
交
換
等
を
行

う
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

佐
藤
議
員
　
富
良
野
市
は
民

間
施
設
と
協
議
の
場
を
設
け
、

円
満
に
事
を
運
ん
だ
一
方
で
、

別
の
自
治
体
で
は
、
民
間
施

設
が
協
議
の
場
に
着
い
て
も

く
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ

の
こ
と
を
受
け
、
そ
も
そ
も

協
議
の
場
を
設
け
ず
、
合
葬

墓
の
設
置
を
判
断
し
た
自
治

体
も
あ
る
と
聞
く
が
。

斉
藤
町
長
　
民
間
施
設
が
拒

否
し
た
と
い
う
の
は
、
設
置

あ
り
き
の
協
議
だ
っ
た
か
も
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道の駅あさひかわ

道の駅
道の駅、公約の実現はいつ頃？
町長－旭川十勝道路のインターチェンジを踏まえ

北條　隆男　議員

運
営
状
況
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
道
の
駅
整
備
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
が
必
要

と
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
視
察
研
修
な
ど
を
通

じ
て
機
運
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
上
富
良
野
町
に
合
っ

た
「
道
の
駅
」
の
姿
に
つ
い

て
、
町
民
と
考
え
て
い
け
る

よ
う
今
後
も
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
。

北
條
議
員
　
斉
藤
町
長
が
掲

げ
る
政
策
の
１
つ
で
あ
る
道

の
駅
整
備
に
つ
い
て
、
就
任

北
條
議
員
　
令
和
７
年
度
町

政
執
行
方
針
で
示
さ
れ
た
道

の
駅
整
備
に
関
し
て
、
町
民

と
と
も
に
道
の
駅
視
察
研
修

な
ど
を
行
う
と
さ
れ
、
そ
れ

に
必
要
な
予
算
も
計
上
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
間
の
検
討
内

容
は
。

斉
藤
町
長
　
道
の
駅
整
備
に

関
す
る
視
察
研
修
な
ど
の
検

討
内
容
に
つ
い
て
、
町
政
執

行
方
針
で
も
お
示
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
本
年
度
は

「
道
の
駅
」
の
運
営
状
況
な

ど
情
報
収
集
を
進
め
る
と
と

も
に
、
町
保
有
の
バ
ス
を
利

用
し
、
町
民
の
皆
様
を
対
象

に
「
道
の
駅
視
察
」
を
計
画

し
て
い
る
。
５
月
に
は
、
利

用
者
の
評
価
が
高
い
十
勝
地

方
の
「
道
の
駅
」
を
担
当
課

で
訪
問
し
て
お
り
、
施
設
担

当
者
と
面
会
し
利
用
者
数
や

の
皆
様
方
と
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。「
道

の
駅
」
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
旭
川

十
勝
道
路
の
ル
ー
ト
や
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
場
所
に
よ

っ
て
は
、
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
効
果
的
な

施
設
と
す
る
た
め
、
旭
川
十

勝
道
路
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
た
上
で
、
構
想
に
つ
い
て

の
検
討
や
行
程
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

北
條
議
員
　
町
長
の
任
期
の

間
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

斉
藤
町
長
　
極
力
で
き
る
限

り
前
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

か
ら
５
年
を
迎
え
た
が
、
町

長
自
身
の
道
の
駅
に
対
す
る

思
い
や
、
構
想
に
つ
い
て
の

検
討
内
容
、
今
後
の
行
程
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　「
道
の
駅
」
に

対
す
る
思
い
や
、
構
想
に
つ

い
て
の
検
討
内
容
、
今
後
の

行
程
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

一
般
質
問
等
で
も
お
答
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

「
道
の
駅
」
は
、
町
の
特
産

品
販
売
や
観
光
案
内
所
の
設

置
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
観
光
や

地
域
振
興
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
で
き
る
施
設
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
加
え
て
整
備

す
る
場
所
に
よ
り
、
災
害
発

生
時
の
防
災
機
能
、
町
民
間

の
交
流
機
能
な
ど
多
面
的
な

機
能
を
整
え
る
こ
と
も
町
民

町長は、１期目か
らの選挙公約で「道
の駅」設置を掲げ
て約５年が経過し
ているが今の町長
の思いは

道
の
駅
と
は
…
３
つ
の
機
能
を
備
え
る
。
24
時
間

無
料
の
駐
車
場
、
ト
イ
レ
な
ど
の
休
憩
機
能
、
道

路
、
観
光
、
緊
急
医
療
情
報
な
ど
の
情
報
提
供
機

能
、
文
化
教
養
、
観
光
レ
ク
な
ど
の
地
域
連
携
機

能
が
あ
る
。
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農業
振興

町長－国や道の情勢を見極める

林　敬永　議員

この町の基幹産業の農業はどうなっていくのか

町
は
、
農
業
分
野
の
目
指
す
べ
き
基
本
方
針
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
第
９
次
農
業
振
興
計
画

（
Ｒ
６.

４.

１
）
で
定
め
、
計
画
実
現
の
た
め
に

農
業
・
農
村
振
興
実
践
プ
ラ
ン
（
Ｒ
７.

４.

１
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

いつも具体的な回答
がない。この町は、
これからどうなって
いくのか不安な気持
ちで一杯です。

定
年
退
職
自
衛
官
の
再
雇

用
促
進
に
つ
い
て

林
議
員
　
近
年
色
々
な
分
野

で
の
定
年
退
職
自
衛
官
の
再

雇
用
促
進
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
当
町
に
お
い
て
は
、
本

年
度
防
災
計
画
書
の
見
直
し

の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
業
務
に
定
年
退
職
自
衛

官
を
任
用
し
て
行
う
こ
と
を

検
討
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
今

後
、
定
年
退
職
自
衛
官
の
再

雇
用
促
進
に
向
け
て
、
具
体

的
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
予

定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
今
回
の
防
災
計

画
の
見
直
し
等
に
係
る
業
務

は
、
近
年
の
大
規
模
災
害
の

教
訓
、
防
災
関
係
法
令
の
改

正
等
を
踏
ま
え
、
本
地
域
で

想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に

対
す
る
防
災
・
減
災
施
策
な

ど
計
画
的
な
防
災
施
策
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
専
門
的
知
見
と
業

務
に
対
す
る
高
い
習
熟
度
を

要
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
か

ら
定
年
退
職
自
衛
官
の
任
用

に
つ
い
て
検
討
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
再
雇
用
促

進
に
向
け
て
の
具
体
的
な
施

策
に
つ
い
て
は
、
富
良
野
地

方
自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議

会
連
合
会
の
も
と
上
富
良
野

援
護
セ
ン
タ
ー
と
共
に
目
的

を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。
議
員

農政が目指すべき基本方針と施策

林
議
員
　
町
の
農
業
の
持
続

可
能
性
を
懸
念
し
て
い
る
。

第
９
次
農
業
振
興
計
画
及
び

農
業
・
農
村
振
興
実
践
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
の

現
状
な
ど
今
後
の
農
業
振
興

策
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
農
業
従
事
者
の

年
齢
構
成
は
、
50
歳
代
以

下
は
60
％
、
60
歳
代
は
23

％
、
70
歳
代
が
15
％
と
な
っ

て
お
り
、
約
２
割
が
後
継
者

の
い
る
経
営
体
に
な
っ
て
い

る
。
農
業
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、

日
々
技
術
の
革
新
が
進
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
段
階

で
は
町
と
し
て
は
、
国
な
ど

の
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
を
進
め
、
そ
こ
で

包
括
で
き
な
い
部
分
を
見
極

め
な
が
ら
独
自
の
支
援
の
検

証
を
進
め
、
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
等
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
な
状
況
確
認
や
技
術
指

導
や
助
言
・
手
続
等
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
都
度

対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
整

え
て
い
る
。
特
産
品
振
興
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
よ
り
制

度
の
拡
大
と
上
限
額
の
見
直

し
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
町
の
農
業
が
持
続
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
情
勢
を

見
極
め
、
最
善
の
方
策
を
行

う
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
検
証

を
進
め
な
が
ら
、
行
政
と
し

て
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
く
。
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学
校
給
食
法
で
は
、
学
校
給
食
費
は
保
護
者
負
担

と
あ
り
ま
す
が
、
判
断
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
、

給
食
費
の
無
償
化
は
、
自
治
体
の
判
断
で
出
来
ま

す
。

米
澤
議
員
　
物
価
の
高
騰
や

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

学
校
給
食
の
無
償
化
が
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
国
に
お

い
て
は
、
令
和
８
年
度
か
ら

小
学
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
管
内
で

は
、
美
瑛
町
、
東
川
町
、
東

神
楽
町
な
ど
、
一
部
の
自
治

体
で
給
食
費
の
無
償
化
を
始

め
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
も

学
校
給
食
負
担
軽
減
を
求
め

る
声
が
あ
る
。

鈴
木
教
育
長
　
学
校
給
食
費

は
、
全
額
を
食
材
購
入
費
に

あ
て
て
い
る
が
、
物
価
高
騰

に
よ
り
不
足
す
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
町
か
ら
補
填
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
施
設
の
維

持
・
人
件
費
な
ど
、
学
校
給

食
の
運
営
に
要
す
る
費
用
は
、

設
置
者
で
あ
る
町
が
全
額
負

担
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
に
つ
い
て
も
学
校
給
食

法
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

　
国
に
お
い
て
検
討
い
た
だ

い
て
い
る
令
和
８
年
度
か
ら

の
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
制
度
内
容
等

に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
概
要

が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
必

要
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
・

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

子どもたちに提供されている学校給食

町
民
の
生
活
を
守
る
物
価

高
騰
対
策
を

米
澤
議
員
　
光
熱
費
や
食
料

品
等
の
値
上
が
り
が
続
く
中

で
、
町
民
の
生
活
は
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
町
民

は
、
日
常
の
出
費
を
抑
え
、

切
り
詰
め
な
が
ら
の
生
活
を

し
て
い
る
。
町
に
お
い
て
は
、

物
価
高
騰
で
困
っ
て
い
る
町

民
、
福
祉
事
業
者
、
農
業
者
、

事
業
者
等
に
対
す
る
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

対
応
は
。

斉
藤
町
長
　
お
米
を
始
め
と

す
る
食
料
品
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
生
活
必
需
品
や
光
熱

費
な
ど
、
様
々
な
も
の
が
値

上
が
り
し
て
お
り
、
住
民
の

皆
様
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
自
治

体
に
配
分
し
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
財
源

と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
や
給
付
金
事
業
な
ど
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
現

在
、
実
施
事
業
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後

も
国
や
道
の
支
援
策
等
を
注

視
し
な
が
ら
、
物
価
高
騰
対

策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町

独
自
の
施
策
に
つ
い
て
も
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
検
討
し

た
い
。

原料費高騰で影響を受けている食料品

学校
給食

学校給食の無償化を
教育長－概要が明らかになり次第協議したい

米澤　義英　議員

学校給食無償化を求
める声が日増しに多
くなっています。教
育費が家計に大きな
負担になっているこ
ともあります。
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組織
町長－適宜検討していく

金子　益三　議員

機構改革の進捗状況は

スタッフ制が執られている上富良野町役場

金
子
議
員
　
副
主
幹
を
配
置

す
る
こ
と
の
成
果
に
つ
い
て

検
証
は
。

斉
藤
町
長
　
一
定
程
度
課
長

職
と
主
査
職
以
下
の
職
員
と

の
連
絡
調
整
等
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
。

金
子
議
員
　
主
幹
や
主
査
職

に
対
し
て
、
直
接
的
な
仕
事

の
補
佐
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
行

わ
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長
　
管
理
職
と
の
調

整
、
意
思
決
定
に
も
関
わ
る

助
言
、
デ
ー
タ
の
提
供
等
含

め
管
理
職
と
ス
タ
ッ
フ
と
の

間
の
連
絡
調
整
も
兼
ね
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

金
子
議
員
　
ス
タ
ッ
フ
制
を

継
続
し
て
い
る
事
の
弊
害
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
多
く
は
制
度
的

な
要
因
で
は
な
く
、
属
人
的

な
要
因
に
よ
る
問
題
点
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
推
察

さ
れ
る
。

金
子
議
員
　
ス
タ
ッ
フ
制
の

問
題
点
は
、
職
員
の
属
人
化

に
よ
る
こ
と
が
要
因
で
、
制

度
自
体
に
は
問
題
が
な
い
と

い
う
考
え
な
の
か
。

斉
藤
町
長
　
職
員
が
少
な
い

中
で
ど
う
回
し
て
い
く
か
と

考
え
る
と
、
基
本
的
に
は
ス

タ
ッ
フ
制
を
採
用
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
る
。

金
子
議
員
　
町
長
自
身
が
考

え
思
い
描
く
形
を
き
ち
ん
と

示
さ
ず
、
機
構
改
革
を
職
員

に
指
示
し
て
い
く
こ
と
自
体

が
問
題
で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
組
織
機
構
、
組

織
論
、
組
織
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
、
そ
の
具
現
化
し
た

の
が
組
織
機
構
に
な
り
、
組

織
機
構
を
考
え
る
上
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
る
と

思
う
。

金
子
議
員
　
今
、
職
員
定
数

が
減
る
中
で
、
定
数
を
増
や

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
滞

ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
っ

た
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
財
政
的
な
制
約

が
あ
る
の
で
、
無
制
限
に
増

や
せ
ば
、
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
縮
小
さ
れ
て
い
く
の

で
、
バ
ラ
ン
ス
は
非
常
に
重

要
と
思
う
。

金
子
議
員
　
職
員
の
離
職
率

は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
離

職
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
は
ど

う
考
え
る
か
。

斉
藤
町
長
　
令
和
３
年
度
6.3

％
、
令
和
４
年
度
5.3
％
、
令

和
５
年
度
4.3
％
、
令
和
６
年

度
3.1
％
で
あ
る
。
離
職
を
防

ぐ
方
策
は
、
個
々
の
様
々
な

事
情
が
あ
り
、
自
ら
離
職
を

決
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

金
子
議
員
　
町
長
は
、
こ
の

数
年
間
の
離
職
率
に
つ
い
て

は
高
く
は
な
い
と
い
う
認
識

か
。

斉
藤
町
長
　
こ
れ
が
殊
さ
ら

他
の
市
町
村
、
道
も
含
め
て

高
い
と
い
う
認
識
は
な
い
。

金
子
議
員
　
現
在
の
課
や
係

の
配
置
に
つ
い
て
、
新
し
い

運
営
方
法
な
ど
の
考
え
は
な

い
の
か
。

斉
藤
町
長
　
職
員
構
成
や
事

務
事
業
の
執
行
に
適
し
た
柔

軟
な
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
宜
検
討

し
て
い
く
。

職場が働きやすく、
特定の職員に負担が
掛からない仕組みが
大切。

ス
タ
ッ
フ
制
と
は
…
行
政
改
革
の
一
環
で
従
来
の

係
長
を
置
か
ず
に
複
数
の
課
を
横
断
的
に
職
員
が

仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
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情報
発信

ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
と
は
…
複
数
の
異
な
る
機
能
を

一
つ
に
し
た
ア
プ
リ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
で
育
児
、

健
康
、
防
災
、
相
談
、
ご
み
の
分
別
等
町
の
様
々

な
情
報
が
簡
単
に
入
手
で
き
る
。
近
隣
の
多
く
の

町
は
導
入
し
て
い
る
。

今後の情報発信の方法は
町長－できることから取り組んでいきたい

町の情報を知りたい時
どこに聞いたらいいの
かわからない。もっと
わかりやすくして欲し
いと言う町民の声をよ
く聞くが・・・

茶
谷
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
時
期
、
町
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
申
込

み
が
で
き
、
と
て
も
便
利
に

感
じ
た
が
そ
の
後
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。
町
民
へ
の
情
報

発
信
や
利
便
性
向
上
に
向
け

て
町
が
今
考
え
て
い
る
方
法

は
何
か
。

斉
藤
町
長
　
近
年
、
一
つ
の

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
中
に
様
々

な
機
能
が
統
合
さ
れ
た
ス
ー

パ
ー
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い

る
町
も
あ
る
。
導
入
に
つ
い

て
、
費
用
対
効
果
や
運
用
方

法
等
を
総
合
的
に
考
え
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

茶
谷
議
員
　
町
長
の
言
う
コ

ス
ト
が
か
か
る
部
分
で
な
く
、

コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
く
て
も

で
き
る
範
囲
で
、
普
段
行
わ

れ
て
い
る
防
災
無
線
の
内
容

等
日
々
の
情
報
発
信
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
で
き
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
町
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
含
め

て
ア
カ
ウ
ン
ト
が
い
く
つ
か

あ
り
、
情
報
発
信
を
含
め
て

今
後
も
活
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員
　
調
査
・
研
究
、

検
討
と
言
う
言
葉
を
よ
く
使

わ
れ
る
が
、
ま
ず
今
で
き
る

こ
と
か
ら
、
始
め
て
い
く
こ

と
も
大
事
だ
と
思
う
。

茶谷　朋弘　議員

給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に

つ
い
て

茶
谷
議
員
　
給
食
セ
ン
タ
ー

は
施
設
の
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
、
食
品
衛
生
法

改
正
に
伴
う
施
設
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

保
健
所
か
ら
も
指
導
を
受
け

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
し
て
今

後
の
方
向
性
の
検
討
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
が
今
後
の
予

定
は
。

鈴
木
教
育
長
　
安
心
安
全
な

給
食
提
供
を
継
続
し
て
い
く

に
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
年
、
学

校
給
食
の
在
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
保
護
者
や
学

校
関
係
者
等
か
ら
の
御
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
議
論
を
進

め
て
い
き
、
安
心
安
全
で
安

定
し
た
学
校
給
食
の
在
り
方

に
つ
い
て
方
向
性
を
示
し
た

い
。

茶
谷
議
員
　
検
討
委
員
会
で

の
協
議
に
加
え
、
町
民
へ
の

説
明
、
決
定
し
た
運
営
方
法

の
実
施
に
も
時
間
が
か
か
る

と
感
じ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
く
予
定

か
。

鈴
木
教
育
長
　
十
分
な
審
議

が
で
き
る
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
議
の
内
容
も
公
表

し
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
中

に
は
望
ま
し
い
給
食
提
供
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
方
向
性

を
示
し
た
い
。
た
だ
、
施
設

も
老
朽
化
し
て
お
り
、
明
日
、

明
後
日
に
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
実
態
の
施
設
で
あ

る
と
い
う
と
こ
ろ
も
危
惧
し

て
お
り
、
施
設
の
維
持
を
図

り
な
が
ら
、
早
急
に
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。
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児童の
健康

教育長－有効な対策が望まれていることは認識している

荒生　博一　議員

「ランドセル症候群」への認識及び対策は

国立社会保障人口問題
研究所の統計による
と、上富良野町の人口
は 15 年後の 2040 年
には、予測値は 7200
人となっています。

教
科
書
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、

２
０
０
６
年
か
ら
15
年
間
で
75
％
も
ペ
ー
ジ
数
が

増
加
し
、
カ
ラ
ー
化
、
大
型
化
が
進
む
と
と
も
に
、

紙
質
も
非
常
に
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

荒
生
議
員
　
１
〜
３
年
生
が

背
負
う
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ

は
平
均
で
約
４
㎏ 
、
小
学
生

全
体
で
は
約
5.4
㎏
に
も
な

る
。
小
さ
な
体
で
３
㎏ 
以
上

の
荷
物
を
背
負
い
通
学
す
る

と
筋
肉
痛
や
腰
痛
な
ど
身
体

的
影
響
に
加
え
、
通
学
自
体

が
憂
う
つ
に
感
じ
る
な
ど
心

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
「
ラ
ン

ド
セ
ル
症
候
群
」
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

当
町
の
教
育
現
場
で
は
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
伺
う
。

鈴
木
教
育
長
　
小
学
生
の
通

学
時
に
お
い
て
、
身
体
に
合

わ
な
い
大
き
さ
や
重
さ
に
よ

る
負
担
か
ら
起
こ
る
肩
等
へ

の
痛
み
、
ま
た
気
持
ち
の
落

ち
込
み
等
の
「
ラ
ン
ド
セ
ル

症
候
群
」
に
つ
い
て
は
全
国

的
に
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

約
９
割
の
こ
ど
も
た
ち
が
ラ

ン
ド
セ
ル
を
重
い
と
感
じ
て

い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

る
な
ど
、
そ
の
有
効
な
対
策

が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
町

内
の
小
学
校
に
お
い
て
も
児

童
の
身
体
へ
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
家
庭
学
習
で
使

用
す
る
最
低
限
の
教
科
書
等

の
み
を
持
ち
帰
り
、
そ
れ

以
外
は
学
校
へ
置
い
て
お
く

「
置
き
勉
」
を
推
奨
し
、
ま

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち

帰
っ
て
家
庭
学
習
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
持
ち
帰
る
教
科

書
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
通
学
距

離
２
キ
ロ
以
上
の
対
象
児
童

に
対
し
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

乗
車
に
よ
る
通
学
を
確
保
す

る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

５～６キロのランドセルを背負い登校する児童

あ
る
い
は
個
人
事
業
者
が
行

う
小
規
模
か
ら
中
規
模
の
飲

食
、
物
販
、
音
楽
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
随
時
開
催
さ
れ
て

い
る
。
町
の
賑
わ
い
の
さ
ら

な
る
創
出
の
た
め
に
、
そ
う

し
た
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
の
規

模
拡
大
や
定
着
化
、
さ
ら
に

は
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い

て
、
企
画
、
参
入
を
活
発
化

さ
せ
る
た
め
、
商
工
会
や
、

上
富
良
野
産
業
賑
わ
い
協
議

会
な
ど
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
に
対
し
支
援
、
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
賑

わ
い
創
出
の
た
め
の
対
策
は

荒
生
議
員
　
地
域
に
活
気
が

な
く
な
る
と
、
住
民
の
地
域

へ
の
愛
着
も
失
わ
れ
、
人
口

流
出
が
加
速
す
る
リ
ス
ク
が

生
じ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

住
民
と
も
っ
と
一
体
と
な
っ

た
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
賑
わ
い
の
創
出
の
た
め
の

町
長
の
考
え
て
い
る
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
住
民
と
一
体
と

な
っ
た
賑
わ
い
創
出
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
町
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
寄
与
す
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
は
、
現
在
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
北
の

大
文
字
、
雪
ま
つ
り
と
い
っ

た
四
季
彩
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

町
や
実
行
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
開
催
し
て
い
る
も
の

の
ほ
か
、
町
内
企
業
、
団
体
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ミ
チ
コ
・
ラ
ス
ム
セ
ン
女
史
と
は
…
姉
妹
都
市
に

係
る
カ
ム
ロ
ー
ズ
側
で
の
ほ
ぼ
全
て
の
事
業
に
ご

尽
力
さ
れ
た
方
。
そ
の
波
乱
万
丈
な
生
い
立
ち
や
、

上
富
良
野
と
の
関
わ
り
が
『
郷
土
を
さ
ぐ
る
』
34

号
に
綴
ら
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
で
も
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

終
了
を
決
定
し
た
際
の
議
会

と
の
確
認
方
法
は
。

斉
藤
町
長
　
い
ず
れ
に
し
て

も
議
決
事
項
で
は
な
い
が
、

決
定
の
仕
方
や
進
め
方
は
都

度
協
議
し
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員
　
補
正
予
算
な
ど

が
な
く
て
も
報
告
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

斉
藤
町
長
　
定
例
会
や
臨
時

会
な
ど
の
機
会
に
都
度
最
新

情
報
を
報
告
す
る
。

小
林
議
員
　
最
終
的
な
決
定

は
い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
。

斉
藤
町
長
　
40
周
年
を
迎
え

る
９
月
５
日
を
目
標
に
し
て

い
る
。

可
能
で
あ
る
な
ら
ば
関
係
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
い
う

考
え
か
。

斉
藤
町
長
　
可
能
で
あ
れ
ば

昔
の
よ
う
に
交
流
は
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

カ
ム
ロ
ー
ズ
側
に
は
民
間
の

団
体
は
必
須
で
あ
り
、
以
前

精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
ミ
チ
コ
・
ラ
ス
ム

セ
ン
女
史
の
よ
う
な
方
の
後

継
者
が
い
な
い
と
難
し
い
。

小
林
議
員
　
あ
く
ま
で
カ
ム

ロ
ー
ズ
側
の
回
答
を
待
っ
て

か
ら
こ
ち
ら
の
態
度
を
決
め

る
つ
も
り
か
。

斉
藤
町
長
　
現
時
点
に
お
い

て
、
最
終
的
な
可
否
を
握
っ

て
い
る
の
は
カ
ム
ロ
ー
ズ
側

だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
ち
ら

の
継
続
し
た
い
意
向
は
す
で

に
伝
え
て
あ
る
。

小
林
議
員
　
盟
約
の
延
長
や

小
林
議
員
　
現
時
点
で
の
カ

ム
ロ
ー
ズ
側
と
の
協
議
の
進

捗
は
。

斉
藤
町
長
　
メ
ー
ル
に
て
市

長
宛
て
に
今
後
の
友
好
都
市

継
続
の
可
否
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
返
信

は
な
い
状
況
。

小
林
議
員
　
先
日
カ
ム
ロ
ー

ズ
日
本
友
の
会
の
元
副
会
長

と
直
接
話
し
た
際
の
感
触
は
。

斉
藤
町
長
　
カ
ナ
ダ
の
カ
ム

ロ
ー
ズ
日
本
友
の
会
は
す
で

に
解
散
し
て
お
り
、
現
地
で

活
動
し
て
も
ら
え
る
団
体
が

存
在
し
な
い
状
況
。
市
役
所

に
は
日
本
と
の
交
流
を
担
当

す
る
部
署
は
な
く
、
市
役
所

は
活
動
す
る
市
民
団
体
を
手

助
け
す
る
立
場
な
の
で
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
よ
う
な

活
動
を
継
続
す
る
上
で
、
向

こ
う
に
活
動
す
る
団
体
が
な

い
と
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

小
林
議
員
　
町
内
の
交
流
協

会
も
す
で
に
解
散
し
て
い
る
。

今
後
住
民
側
で
関
係
を
継
続

し
て
い
く
為
の
体
制
や
人
材

は
確
保
可
能
か
。

斉
藤
町
長
　
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
よ
う
な
英
語
教
員
の

招
聘
や
訪
問
団
を
組
ん
で
向

こ
う
に
訪
れ
る
な
ど
の
事
業

は
町
が
直
接
間
に
入
っ
て
で

き
る
。
友
好
委
員
会
な
ど
を

通
じ
て
裾
野
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
は
歓
迎
す
る
。

小
林
議
員
　
町
長
と
し
て
は

ミラーレイク公園内にあるKAMIFURANO Park の表示板

平成28年に表敬した際のメイヤー市長とミチコ女史

国際
交流

カムローズ市との交流の継続を望むか
町長－可能であれば継続していきたいが

小林　啓太　議員

３月の予算特別委員
会時に大きな議論に
なったが、進捗がな
かなか聞こえてこな
い。先方との協議内
容はどうなっている
のだろうか。
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り

No.
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議
会
の
窓

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長
　
　
佐
　
藤
　
大
　
輔

副
委
員
長

   

井
　
村
　
悦
　
丈

委

員
　
　
湯
　
川
　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
敬
　
永

　
　
　
　
　
　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

５
月
１
日
　
全
員
協
議
会
、
第
４
回
臨
時
会

　
　
13
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
19
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
月
４
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
５
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
９
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
18
日
　
第
２
回
定
例
会
（
１
日
目
）　

　
　
19
日
　
第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
23
日
　
全
員
協
議
会

７
月
４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
８
日
　
道
町
村
議
会
議
長
会
全
道
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
先
進
地
調
査
（
〜
９
日
）

　
　
10
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
15
日
　
全
員
協
議
会
、
第
５
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
16
日
　
議
会
懇
談
会
　

　
米
の
店
頭
価
格
が
関
心
ご
と
と
な
る
中
、
ま
も
な
く

新
米
が
流
通
す
る
。
２
０
２
５
年
産
価
格
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
だ
が
、
生
産
者
と
消
費
者
で
適
正
価
格
に
対
す

る
認
識
に
開
き
が
あ
り
、
農
家
も
消
費
者
同
様
、
肥
料
・

農
薬
、
燃
料
代
な
ど
米
作
り
に
欠
か
せ
な
い
資
材
が
高

騰
し
稲
作
経
営
は
依
然
厳
し
い
。
今
ま
で
が
安
す
ぎ
た

の
で
あ
り
、
農
家
が
再
生
産
で
き
る
価
格
確
保
に
ご
理

解
願
い
た
い
。

　
２
０
２
２
年
か
ら
続
く
物
価
上
昇
は
、
２
０
２
５
年

現
在
も
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
。
未
だ
収
ま
ら
な
い

物
価
高
騰
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
停
滞
し
て
い
た

経
済
活
動
が
一
気
に
加
速
し
た
こ
と
や
、
加
え
て
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
影
響
も
あ
り
拍
車

を
か
け
、
特
に
食
品
や
日
用
品
の
値
上
げ
が
目
立
ち
、

家
計
を
直
撃
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
原
材
料
価

格
の
高
騰
」「
人
手
不
足
」
な
ど
の
定
型
文
が
繰
り
返
さ

れ
る
が
、
円
安
で
輸
入
コ
ス
ト
が
増
加
な
ど
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
要
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
お
か
げ

で
消
費
者
が
身
に
着
け
た
も
の
は
、
値
上
げ
さ
れ
た
商

品
と
代
替
品
を
冷
静
に
比
較
す
る
視
点
、
買
い
だ
め
・

ま
と
め
買
い
よ
り
、
必
要
な
も
の
を
見
極
め
る
習
慣
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

                                                    （
井
村
　
記
）

旭日双光章　受章旭日双光章　受章

村上　和子さん（87 歳）
令和７年４月 29 日発令

元町議会議員（平成 11 年～令和５年）

　瑞宝双光章　受章　瑞宝双光章　受章

梨澤　節三さん（88 歳）
令和７年５月１日発令

元町議会議員（平成７年～平成 19 年）


